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個人登録票 記入方法 

☆記入上の注意：男子は黒字、女子は赤字で記入すること☆ 

 

登録番号…ここには何も記入しないこと。 

 

氏名…登録者の名前を記入すること。 

フリガナ…登録者の名前のフリガナをカタカナで記入すること。 

ローマ字…姓は全て半角大文字、名は１文字目だけ大文字、それ以降は小文字で記入すること。 

 

登録の種類…前年度、東海学連に登録していた場合は継続、登録していない場合は新規に〇をつけ 

      ること。 

審判資格…有無を記入すること。なお、仮審判資格は資格「無」となる。 

 

国籍…登録者の国籍を記入すること。 

 

所属大学…大学名・学部・学年を正しく記入すること。 

 

現住所・帰省先…「◯丁目」、「◯番地」は全て「−」で記入すること。 

        下宿している場合は下宿先の住所を現住所欄に記入し、帰省先も記入すること。 

 

携帯番号…登録者の携帯番号を記入すること。 

 

出身高校所在地…出身高校の所在地（都道府県）を記入すること。 

 

出身高校…「〇〇県立」「〇〇市立」などは記載しないこと。 

     また、以下の高校については、以下のように略称で記入すること。 

 「愛工大名電、県岐商、市岐商」 

 

登録陸協…登録陸協は「出身高校の所在地」・「現住所」・「大学所在地」のどれかにあてはまる陸協 

     の都道府県を記入すること。（一度決めた陸協を変更することはできない。） 

（例１）出身高校の所在地→三重、現住所→愛知、大学所在地→岐阜 

   以上の場合、三重・愛知・岐阜の３つから登録する陸協を選ぶ。 

（例２）出身高校の所在地→愛知、現住所→愛知、大学所在地→愛知 

    以上の場合、登録できる陸協は愛知のみになる。 

 

登録区分…登録陸協が出身高校所在地・現住所・大学所在地のどれにあてはまるかを選択すること。 


